
子どもの勤労観・職業観の未熟さや社会の一員としての意識の希薄さが指摘される中、

将来自立していくために必要な能力や態度を身に付けさせるためには、発達の段階に応

じた職場体験やそれを支える人々との交流の場を計画的に設定することが大切です。

本プログラムは、地域の産業である酪農や水産業にかかわる職場見学や体験活動など

を通して、望ましい勤労観・職業観を身に付けるとともに、学ぶことや働くことの意義

の理解を深め、将来の夢や希望を育てることをねらいとしています。

職業キャンプの実践例（小学校第５学年～中学校第３学年）

１ 概 要

地元の企業や関係機関と連携した水産加工場の見学や酪農体験を通して、地域の豊

かな自然環境や産業、それらにかかわる人々について理解を深められるようにしています。

参加者同士の交流を深めるため、グループ活動を多く取り入れるとともに、最終日

には自分の将来について考え、意識させる「未来の履歴書」を作成する活動を位置付

け、将来の夢や希望を育むことができるようにしています。

２ プログラム例
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職場体験プログラム

○職場見学や職場体験を通して、望ましい勤労観・職業観を身に付けるとともに、学ぶ

ことや働くことの意義について理解を深め、将来の夢や希望を育てる。
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野外炊飯やパン作りなど、友達やサポー

ターと一緒に活動することを通して、仲間

を思いやる気持ちや協力することの大切さ

を実感させます。

３日間の体験をもとに、自分の将来を

より具体的に考えさせます。

北海道の基幹産業である第一次産業を中心に、

幅広い職場体験ができるようにしています。
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